


（出典：e-Gov法令検索「国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）」） 
神武天皇とは、古代日本について記した歴史書「古事記」「日本書紀」の登場人物である、日本の初
代天皇です。日本書紀の中で神武天皇の即位は「辛酉年春正月庚辰朔」と記されており、明治維新
直後の1873年（明治6年）に2月11日が「紀元節」として祝日に制定されました。2月11日である理由
は、辛酉年春正月庚辰朔を現代のグレゴリオ暦換算すると、紀元前660年2月11日となるためです。 

紀元節として制定された祝日そのものは、第二次世界大戦敗戦後の1948年に、GHQの意向によっ

て廃止されました。しかし、紀元節が廃止された後も、国民の間で紀元節の復活を求める声が高まり
、国会においても審議が行われます。そして1966年（昭和41年）に、日本の建国を記念する日として
、再び2月11日が「建国記念の日」として制定されました。 

日本の建国記念日は、かつての「紀元節」から現代の「建国記念の日」へと名前が変わっているもの
の、記念日に込められた建国を祝う思いは同じです。廃止された後も復活を求める人が多かった建
国記念日の歴史を知り、2月11日には日本が建国されたことを祝いましょう。 

、日本では2月11日が建国した史実上の日であるか明確ではないため、日本が建国されたことを祝う
趣旨として「建国記念の日」と呼ぶようになりました。 
古事記の成立年は712年、日本書紀の成立年は720年とされており、成立年より1000年以上も昔の神武天皇即位
については真偽が不明です。日本には古事記よりも前に成立した歴史書が存在しないため、史実として紀元前660

年2月11日に神武天皇が即位したかどうかを明らかにはできません。 

このように、学術的な確証がないため「建国記念の日」と呼ばれています。 日本の「建国記念日」は、正確には「建
国記念の日」と呼ぶべきではあるものの、両者はほぼ同じ意味として使用されています。しかし、法律の文章やカレ
ンダーなどは「建国記念の日」表記で統一されていることが特徴です。 

「歴史を知ればしるほど」「嘘だなー」となる。嘘はウソでも祭日は祭日 


